
 製品ライフサイクルの短期化や、多品種少量生産の需要への対応に
向け、５Ｇの低遅延、多数接続を活用した自動搬送ロボットにより、
製造現場における生産性と柔軟性の向上を実現します。

実証実験/PoC段階

 オムロンの自動搬送ロボットを活用して、工場内での実証実験を
オムロン、ノキア、ドコモの3社にて行い、製造現場における５Ｇの
有用性検証と、工場などの製造業における生産性向上に向けた
実証実験を進めています。

 ５Ｇのさらなる高度化を通じ、より多数の自動搬送ロボットの活用や、
生産設備の無線ネットワーク化を進めることで、工程ごとに切り離した
レイアウトフリーな生産ラインをめざします。

レイアウトフリー生産ラインの実現に向けてJ-04

オムロン株式会社ならびにノキアソリューションズ＆
ネットワークス合同会社と、人と機械の協調による
イノベーション創出に向けた取り組みを進めています。【レイアウトフリー生産ラインのイメージ】

■ 自動搬送ロボット
（AMR： Autonomous Mobile Robots）
・最適な搬送ルートを自ら考え、人や障害物を
自動で回避し、決められた場所に荷物を搬送

■ レイアウトフリー生産ライン
・生産ラインのレイアウト変更をフレキシブルかつスピーディに行うことにより、
生産性と柔軟性を両立するモノづくりを実現
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